
リ
チ
ャ
ー
ド
・
W
・
ロ
ゥ
キ
マ
著
／
勝
田
吉
彰
・
吉
田
美
樹
著

『
す
ぐ
引
け
る
、
す
ぐ
わ
か
る
精
神
医
学
最
新
ガ
イ
ド
』

（
星
和
書
店
・
二
〇
〇
八
年
二
月
）

勝
田
吉
彰
著　

『
ド
ク
ト
ル
外
交
官
世
界
を
診
る
』（

星
和
書
店
・
二
〇
〇
八
年
七
月
）

　

勝
田　

吉
彰

　

前
者
は
精
神
医
学
の
一
般
向
け
普
及

書
の
翻
訳
で
あ
る
。
原
著
者
は
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
医
科
歯
科
大
学
臨
床
准
教

授
ロ
ゥ
キ
マ
医
師
の
臨
床
経
験
・
社
会

経
験
を
あ
げ
て
患
者
家
族
の
た
め
に
送

り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
統
合
失
調

症
・
気
分
障
害
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、

摂
食
障
害
・
認
知
症
・
人
格
障
害
な
ど
幅
広
く
網
羅
、
原
著
者
自
身
が
身

内
に
患
者
を
抱
え
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
く
だ
り
は
そ
の
経
験
が
詳
細

に
語
ら
れ
思
い
が
行
間
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

ト
ラ
ウ
マ
関
係
で
は
一
七
二
頁
か
ら
P
T
S
D
の
一
般
的
解
説
、ま
た
、

五
二
四
頁
か
ら
E
M
D
R
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
具
体
的
な
病
気
の
説
明
の
み
な
ら
ず
、
ス
ト
レ
ス
お
よ
び
そ

の
対
処
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
遺
伝
と
い
っ
た
精
神
保
健
的
側
面
の
紹
介

に
も
ス
ペ
ー
ス
が
割
か
れ
、
よ
り
健
康
な
精
神
生
活
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
も

盛
り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。

　

後
者
は
前
職
、
外
務
省
医
務
官
と
し

て
ス
ー
ダ
ン
・
フ
ラ
ン
ス
・
セ
ネ
ガ
ル
・

中
国
に
在
勤
し
な
が
ら
一
九
九
四
年
か

ら
二
〇
〇
六
年
に
か
け
「
こ
こ
ろ
の
臨

床
ア
ラ
カ
ル
ト
」
誌
に
連
載
し
て
い
た

も
の
を
単
行
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
駐
在
は
、
ア
フ
リ
カ
駐
在

公
館
の
館
員
の
健
康
管
理
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
が
主
任
務
で
あ
っ
た
。
パ

リ
か
ら
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
・
モ
ロ
ッ
コ
・
ガ
ボ
ン
・
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
・

カ
メ
ル
ー
ン
と
い
っ
た
国
々
を
定
期
的
に
往
き
来
し
て
大
使
館
員
の
定
期

健
診
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
国
々
に
出
張
の
機
会
を
生
か

し
、
現
地
精
神
科
医
療
現
場
を
見
聞
き
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
ジ
ャ

ン
グ
ル
に
囲
ま
れ
国
境
管
理
の
困
難
な
ガ
ボ
ン
・
カ
メ
ル
ー
ン
で
は
薬
物

の
流
入
も
日
常
的
で
薬
物
依
存
症
が
入
院
患
者
の
上
位
を
占
め
て
い
る
な

ど
印
象
に
残
る
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。ま
た
、部
族
社
会
の
ア
フ
リ
カ
で
は
、

部
族
語
の
存
在
か
ら
患
者
に
よ
っ
て
話
す
言
葉
が
異
な
り
（
部
族
語
）、
日

常
的
に
通
訳
が
必
要
と
い
っ
た
、
日
本
で
は
考
え
に
く
い
異
文
化
に
も
接

し
た
。ま
た
、フ
ラ
ン
ス
国
内
で
は
、事
件
に
巻
き
込
ま
れ
心
的
外
傷
を
お
っ

た
被
害
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
当
時
（
一
九
九
五
年
～
）
か
ら
し
っ

か
り
整
っ
て
い
た
。
当
時
の
日
本
に
は
無
か
っ
た
支
援
体
制
に
感
激
し
つ
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つ
、
パ
リ
で
犯
罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ
た
日
本
人
旅
行
者
の
保
護
業
務
で

見
よ
う
見
ま
ね
な
が
ら
P
T
S
D
の
情
報
提
供
な
ど
行
っ
て
い
た
も
の
だ

が
、
阪
神
大
震
災
を
き
っ
か
け
と
す
る
一
連
の
動
き
で
日
本
も
か
な
り
追

い
つ
き
、
今
と
な
っ
て
は
こ
の
周
辺
の
記
述
は
日
本
で
も
見
ら
れ
る
も
の

ば
か
り
…
な
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
と
思
う
。

　

西
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
在
勤
で
は
、
伝
統
的
治
療
師
の
知
己
を
得
て
、

セ
ネ
ガ
ル
の
土
俗
信
仰
に
も
と
づ
く
治
療
儀
式
に
招
か
れ
一
部
始
終
を
観

察
し
た
り
、伝
統
医
療
と
近
代
医
療
が
協
調
し
て
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
担
っ

て
ゆ
く
様
子
に
触
れ
た
り
、
さ
ら
に
は
「
マ
ラ
ブ
ー
の
呪
い
」
が
真
剣
に

信
じ
ら
れ
る
場
面
な
ど
、
多
文
化
間
精
神
医
学
的
に
興
味
深
き
も
の
を
数

多
く
経
験
し
た
。

　

最
後
の
中
国
在
勤
で
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
の
着
任
早
々
か
ら

S
A
R
S
流
行
に
遭
遇
し
た
。
大
使
館
の
職
務
と
し
て
現
地
日
本
人
社
会

の
社
会
不
安
に
対
峙
し
、
ま
た
、
北
京
の
一
般
市
民
も
含
め
た
、
流
行
の

及
ぼ
す
心
理
的
影
響
を
観
察
す
る
機
会
も
得
て
、
こ
れ
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
内
容
に
加
え
て
、
ア
フ
リ
カ
・
中
国
の
医
療
体
制
、
自
殺
、

医
療
格
差
、
民
族
性
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
素
顔
…
何
で
も
あ
り
の
ご
っ

た
煮
だ
が
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
は
と
思
う
。

（
か
つ
だ 

よ
し
あ
き
・
精
神
医
学
）
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